
事務事業数

32

【１ Ｐｌａｎ】

<成果指標の達成状況>　⇒３つ以外の指標は、補助指標調書に記載
増加 点 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ元年度 最終目標(R4) 達成率 指標判定

目標値 50 50 50 50
実績値 49.3 49.1 49.1 -

増加 点 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ元年度 最終目標(R4) 達成率 指標判定
目標値 50 50 50 50
実績値 48.6 48.7 48.7 -

増加 点 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ元年度 最終目標(R4) 達成率 指標判定
目標値 50 50 50 50
実績値 48.6 48.6 48.6 -

３（２）Ａ

総合判定

所管部局 教育庁 所管課 健康・体育課

・各学校における新体力テスト分析ツールの活用により、体力向上に向けた検証改善サイクルを促進
・北海道体力向上推進会議やどさん子元気アップチャレンジを通して、体力向上に向けた体育科・保健体育
科における授業改善及び各学校における組織的な体力向上に向けた取組を推進

分析（主な取組と成果）
・各学校における新体力テスト分析ツールの活用により、体力向上に向けた検証改善サイクルを促進
・北海道体力向上推進会議やどさん子元気アップチャレンジを通して、体力向上に向けた体育科・保健体育
科における授業改善及び各学校における組織的な体力向上に向けた取組を推進

児童生徒の体力・運動能力の状況
中学校第２学年男子 97.2%

設定理由
　最終目標として、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」における体力合計点の平均値が全国
平均以上になることとしているが、依然として全国平均を下回っている状況であることから設定。

分析（主な取組と成果）

施策名 心身の健やかな成長を促す教育の推進
施策

コード
11031

SDGs

知事公約

政策体系
(中項目)

北海道の未来を拓く人材の育成
政策体系
コード

C0028　C0029 総合戦略 A1222 国土強靱化 -

概ね順調

施策目標
・全国平均以上の学力・体力をめざし、学校・家庭・地域が連携して授業改善と望ましい生活習慣
の定着に取り組み、本道の子どもたちの学力・体力向上を推進する。
・豊かな人間性を育む健康で健全な食生活の実践を推進する。

令和３年度　基本評価調書①

B

B

B

　最終目標として、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」における体力合計点の平均値が全国
平均以上になることとしているが、依然として全国平均を下回っている状況であることから設定。

97.4%

　最終目標として、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」における体力合計点の平均値が全国
平均以上になることとしているが、依然として全国平均を下回っている状況であることから設定。

分析（主な取組と成果）
・各学校における新体力テスト分析ツールの活用により、体力向上に向けた検証改善サイクルを促進
・北海道体力向上推進会議やどさん子元気アップチャレンジを通して、体力向上に向けた体育科・保健体育
科における授業改善及び各学校における組織的な体力向上に向けた取組を推進

指標名②

指標名③

設定理由

現状と
課題

・子どもの健康課題は多様化しており、学校・家庭・地域が連携・協働した取組が必要。
・子どもの体力について、小学校男女は全国平均、中学校男女は低下傾向。
・朝食を毎日食べている子の割合は、全国平均以下。肥満傾向児の出現率は、全国平均を上回る。

主な取組

・学校、家庭、地域が連携・協働した取組・体制の充実
・小学校における体育専科教員未配置市町村への配置促進
・栄養教諭を中心とした食育推進体制の整備
・学校給食への地場産物の積極的な活用促進等

施策の
イメージ

予算額
（千円）

349,070 212,735 226,098Ｒ３ Ｒ１Ｒ２

指標名①

設定理由

児童生徒の体力・運動能力の状況
小学校第５学年女子

児童生徒の体力・運動能力の状況
小学校第５学年男子 98.2%

国
・全国体力・運動能力、

運動習慣等調査の実施

北海道
・調査結果の分析・公表
・体力向上のための研究、資料作成
・市町村や学校の体力向上の取組への支援
・児童生徒の運動機会の充実結果送付

ﾃﾞｰﾀ送付 市町村
・所管の小・中学校等の体力向

上の取組に対する指導助言
指導助言

ﾃﾞｰﾀ送付



【２ Ｄｏ＆Ｃｈｅｃｋ】
前々年度 前年度 評価年度 評価年度目標値 指標判定

49.3 49.1 49.1 50.0 B
48.6 48.7 48.7 50.0 B
48.6 48.6 48.6 50.0 B

対応方針番号

<二次政策評価>

【３ Ａｃｔｉｏｎ】

11031

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査の調査結果等を踏まえ、引き続き「新体力テスト分析ツー
ル」を改訂する。
・運動やスポーツをすることが好きな児童生徒を育成するため、教員の体育・保健体育授業の指導
力向上に向けた研修を継続的に実施する。
・児童生徒の運動習慣の定着を図るため、北海道の体力・運動能力の課題を踏まえた「どさん子元
気アップチャレンジ」の内容を検討し、実施する。

総合判定
の根拠

児童生徒の体力向上に向けた継続的な取組の推進により、運動やスポーツ
をすることが楽しいと感じている児童生徒が増加するとともに、体育科・保
健体育科の授業改善が推進され、児童生徒の体力の向上が図られてきている
が、国への要望及び道民のニーズの把握には至っていない。

総合判定
(一次評価)

概ね順調

R3年度
二次政策

評価

翌年度に
向けた

対応方針

二次政策
評価への

対応

Ｒ４
施策の
方向性

児童生徒の体力・運動能力の状況
中学校第２学年男子

前年度
二次評価

意見

目標
(指標)の
達成状況

対象学年の全道平均が、全国平均を下回っていることから、体育科・保健
体育科の授業改善の推進や、運動習慣の形成に向けた取組を推進していく必
要があるとともに、豊かな人間性を育む健康で健全な食生活の実践に向け、
「食育推進研究協議会」などの継続的な取組を推進していく必要がある。

指標総合
判定

緊急性
優先性
判定

内容

①

②

令和３年度　基本評価調書② 施策名 施策コード
心身の健やかな成長を促す教
育の推進

成果指標

指標名
児童生徒の体力・運動能力の状況
小学校第５学年男子

児童生徒の体力・運動能力の状況
小学校第５学年女子

新型コロナウイルス感染症の影響を踏ま
え、施策の目標達成に向け事業内容を精査
すること。

対応状況
(R3.3時点)

　新型コロナウイルス感染症による児童生
徒の体力・運動能力への影響を踏まえ、体
力向上に向けた取組内容及び体力向上に係
る会議や研修内容の改善・充実を図る。

連携
状況

・「体力向上推進会議」において、体育科・保健体育科教員の指導力の向上
を図るため、学識経験者による講話及び助言の機会を設定している。
・道の関係部と連携を図り、学校、家庭、地域が一体となって運動やスポー
ツに取り組むことができる環境づくりを推進している。

連携判定

緊急性
優先性

令和２年度は、「新体力テスト分析ツール」を作成・配付するとともに、
分析結果を還元したことにより、各学校における体力向上に向けた検証改善
サイクルの確立を推進することができた。今後は、「体力向上ロードマッ
プ」等を活用した各管内における戦略的な取組の推進が必要である。

③

　各学校における短期スパンでの体力向上に向けた検証改善サイクルを確立させ、体力
向上に向けた取組の充実を図るため、北海道独自で作成した「新体力テスト分析ツー
ル」を継続的に改訂し、活用を促進させる。

　体育科・保健体育科の指導力向上を図るため、各教育局と連携し、小学校体育専科教
員、小学校体育エキスパート教員及び中学校授業実践スペシャリストを活用した研修の
機会を継続して設定する。

○

○

B



【成果指標の達成状況】
増加 点 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ元年度 最終目標(R4) 達成率 指標判定

目標値 50 50 50 50
実績値 46.6 46.5 46.7 -

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 達成率 指標判定
目標値
実績値

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 達成率 指標判定
目標値
実績値

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 達成率 指標判定
目標値
実績値

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 達成率 指標判定
目標値
実績値

11031

設定理由

分析（主な取組と成果）

補助指標名③

設定理由

設定理由

補助指標名④

分析（主な取組と成果）

設定理由

分析（主な取組と成果）

補助指標名⑤

補助指標名①

令和３年度　補助指標調書① 施策名 施策コード
心身の健やかな成長を促す教
育の推進

補助指標名②

・各学校における新体力テスト分析ツールの活用により、体力向上に向けた検証改善サイクルを促進
・北海道体力向上推進会議やどさん子元気アップチャレンジを通して、体力向上に向けた体育科・保健体育
科における授業改善及び各学校における組織的な体力向上に向けた取組を推進

児童生徒の体力・運動能力の状況
中学校第２学年女子 93.4%

設定理由

分析（主な取組と成果）

　最終目標として、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」における体力合計点の平均値が全国
平均以上になることとしているが、依然として全国平均を下回っている状況であることから設定。

B

分析（主な取組と成果）




